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パ
リ
が
黒
か
っ
た
頃

高

田

勇

　
昔
の
パ
リ
大
学
で
の
勉
強
の
思
い
出
と
い
う
編
集
者
の
依
頼
で

ペ
ン
を
取
っ
た
が
、
今
や
死
語
に
な
っ
て
き
た
「
留
学
生
」
の
思

い
出
が
私
に
は
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
こ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

が
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
招
聰
給
費
留
学
生
」
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ

と
が
大
き
い
。
こ
の
言
葉
は
b
u
o
霞
ω
δ
『
q
ロ
σ
q
o
二
く
Φ
∋
Φ
日
Φ
コ
一

蹄
9
コ
O
巴
ω
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
原
語
は
「
フ
ラ
ン

ス
政
府
給
費
生
」
と
い
う
だ
け
で
、
「
留
学
生
」
と
い
う
語
は
見

当
ら
な
い
。

留

学

　
そ
も
そ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
日
本
語
の
よ
う
に
「
留
学
」
と
い

う
熟
し
た
語
は
な
い
。
例
え
ば
私
た
ち
が
「
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す

る
」
と
言
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
た
だ
「
フ
ラ
ン
ス
へ
勉
強

に
行
く
」
≧
δ
『
Φ
ε
象
Φ
「
Φ
昌
閃
茜
コ
o
①
と
か
、
〉
＝
Φ
「
h
巴
お
ω
Φ
ω

Φ
ε
α
Φ
ω
Φ
昌
閃
δ
昌
o
Φ
と
か
言
う
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一

般
に
「
留
学
す
る
」
は
≧
冨
『
σ
ε
巳
Φ
『
帥
一
．
傘
鑓
昌
σ
q
o
『
（
外
国

へ
研
究
に
行
く
）
と
か
閃
巴
8
ω
Φ
ω
Φ
ε
α
Φ
ω
帥
一
．
騨
茜
昌
σ
q
興
（
外

国
で
研
究
す
る
）
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。
因
み
に
イ
タ
リ
ア
語
で

も
同
じ
こ
と
で
〉
コ
α
胃
Φ
固
蜂
a
冨
『
Φ
巴
一
、
Φ
ω
8
『
o
、
英
語
で
も

ω
ε
α
団
自
。
σ
δ
巴
－
O
o
四
げ
『
o
巴
δ
ω
ε
α
宅
と
き
わ
め
て
そ
っ
け

な
い
。

　
し
た
が
っ
て
「
留
学
生
」
と
い
う
語
を
辞
書
で
調
べ
て
も
、

「
外
国
人
留
学
生
」
は
単
に
卑
o
α
冨
コ
只
①
）
蝉
鑓
コ
σ
q
興
（
①
）
で
あ

り
、
「
海
外
日
本
人
留
学
生
」
は
国
ε
α
冨
艮
（
Φ
）
す
℃
o
コ
巴
ω
（
Φ
）

〔
ω
色
o
⊆
3
き
菖
帥
一
”
蝉
鑓
コ
σ
q
興
で
あ
り
「
在
日
留
学
生
」
は
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国
ε
巳
o
昌
只
Φ
）
傘
轟
コ
σ
q
Φ
『
（
①
）
き
富
唱
o
コ
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。

イ
タ
リ
ア
語
で
も
ω
ε
良
Φ
口
8
（
叶
Φ
ω
ω
O
）
ω
け
冨
p
一
Φ
「
o
（
9
）
ヨ

O
貯
b
℃
O
コ
①
で
あ
り
、
英
語
で
も
G
o
ε
O
Φ
口
け
ω
ε
自
旨
口
σ
q
三

富
O
き
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
語
の
よ
う
に
留
学
生
に
対
す
る
特

別
の
語
感
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
「
外
国
で
」
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
わ

が
国
が
島
国
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

「
留
学
」
に
は
外
国
人
に
追
い
つ
こ
う
と
い
う
日
本
人
の
思
い
入

れ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
留
学
生
」
に
は
「
外
国
に
派

遣
さ
れ
て
学
術
・
技
芸
を
研
究
・
習
得
す
る
学
生
」
（
『
広
辞
苑
』

第
四
版
）
と
い
う
よ
う
に
、
ど
こ
か
か
ら
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
る
。

　
私
が
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
へ
向
け
て
発
っ
た
一
九
六
〇
年
に
は
、

私
に
限
ら
ず
、
同
行
の
友
入
た
ち
も
特
別
の
思
い
を
胸
に
秘
め
て

い
た
。
当
時
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
て
も
「
右
の
者
は
日
本
国
民
で

あ
っ
て
、
修
学
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
（
必
要
諸
国
経
由
）
へ
赴
く
…
…
」

と
あ
る
。
先
生
や
友
人
や
生
徒
た
ち
に
ま
で
送
ら
れ
て
、
フ
ラ
ン

ス
郵
船
の
「
カ
ン
ボ
ッ
ジ
ュ
号
」
で
横
浜
港
大
桟
橋
（
今
は
昔
の

面
影
は
な
い
）
を
色
と
り
ど
り
の
テ
ー
プ
の
波
の
な
か
を
出
国
し

た
だ
け
に
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
。
ま
だ
外
国
へ
行
く
者
が
少
く
て
、

専
任
講
師
で
あ
っ
た
私
の
た
め
に
、
文
学
部
の
先
生
方
が
奉
加
帳

を
回
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
当
時
は
カ
ン
パ
を
募
る
と
は
言
わ
な
か
っ

た
。　

船
で
フ
ラ
ン
ス
へ
行
く
と
い
う
こ
と
は
今
に
し
て
思
え
ば
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
ほ
ど
感
覚
的
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
西
欧
の
生
活
へ
の
憧
れ
が
日
一
日
と
募
り
、
ま
た
船
内
で
の
生

活
に
よ
っ
て
、
ま
だ
見
ぬ
地
で
の
生
活
に
徐
々
に
慣
れ
て
行
く
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
時
計
の
針
も
一
日
に
三
〇
分
、
た
ま

に
一
時
間
つ
つ
遅
ら
せ
ば
よ
か
っ
た
の
で
時
差
ボ
ケ
も
な
か
っ
た
。

　
そ
の
頃
、
西
欧
は
ひ
た
す
ら
憧
れ
の
的
で
あ
っ
た
。
深
夜
に
シ

チ
リ
ア
島
の
灯
火
や
、
ス
ト
ロ
ン
ボ
リ
火
山
の
妖
精
的
な
火
が
見

え
た
と
き
は
、
デ
ッ
キ
に
も
た
れ
て
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
た
も
の

で
、
船
室
へ
帰
っ
て
も
興
奮
の
あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
。
三
十
二

日
か
か
っ
て
着
い
た
マ
ル
セ
イ
ユ
は
白
い
岩
山
の
よ
う
な
感
じ
で

驚
い
た
も
の
で
あ
る
。
街
並
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て

初
あ
て
フ
ラ
ン
ス
へ
着
い
た
と
い
う
実
感
が
わ
い
た
こ
と
を
思
い

出
す
。

パ
リ
大
学

　
当
時
は
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
セ
ネ
ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
大
学
を

含
め
て
、
十
七
の
国
立
大
学
－
私
立
大
学
は
ほ
と
ん
ど
な
く
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1
し
か
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
て
、
パ
リ
大
学
が
そ
の
頂
点
に

立
っ
て
い
た
。
私
の
専
門
に
限
っ
て
も
、
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
詩

研
究
の
巨
星
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
モ
ニ
エ
（
一
八
六
七
～
一
九
四
九
）
、

ア
ン
リ
・
シ
ャ
マ
ー
ル
（
一
八
六
七
～
一
九
五
二
）
亡
き
後
の
時

代
を
背
負
う
レ
イ
モ
ン
・
ル
ベ
ー
グ
（
一
八
九
五
～
一
九
八
四
）

1
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
演
劇
、
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
詩
I
i
ヴ
ェ

ル
ダ
ン
・
ル
イ
・
ソ
ー
ニ
エ
（
一
九
一
七
～
一
九
八
〇
）
ー
フ
ラ

ン
ス
・
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
歴
史
1
が
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
を

担
当
し
て
い
た
。

　
渡
仏
前
か
ら
の
希
望
が
実
っ
て
ル
ベ
ー
グ
教
授
の
指
導
を
受
け

る
と
同
時
に
、
ソ
ー
ニ
エ
教
授
、
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
語
研
究
の

第
一
人
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
グ
ー
ゲ
ネ
ム
教
授
（
一
九
〇
〇
～
一
九

七
二
）
の
講
義
も
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
美
術
史
の
ア
ン

ド
レ
・
シ
ャ
ス
テ
ル
教
授
（
一
九
　
二
～
一
九
九
〇
）
の
講
義
に

よ
っ
て
「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
派
」
に
傾
倒
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
を
中
心
に
文
学
と
芸
術
の
関
連
を
研
究

す
る
う
え
で
は
か
り
知
れ
な
い
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。

　
ル
ベ
ー
グ
教
授
が
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
テ
ー
マ
は
「
ロ
ン
サ
ー

ル
の
作
品
に
お
け
る
神
話
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
必
読
書
が
ジ
ャ

ン
・
セ
ズ
ネ
ッ
ク
『
神
々
は
死
な
ず
ー
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
に
お

け
る
異
教
の
神
々
の
残
存
』
（
一
九
四
〇
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
本

は
フ
ラ
ン
ス
で
書
か
れ
、
印
刷
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
（
ウ
ォ
ー
バ
ー

グ
研
究
所
）
で
出
版
さ
れ
、
初
版
の
ま
ま
絶
版
に
な
っ
た
う
え
、

三
五
〇
部
と
い
う
僅
少
部
数
、
そ
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
世

界
的
な
不
幸
の
た
め
に
人
々
の
目
に
と
ま
ら
ず
、
大
半
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
て
、
パ
リ
大
学
図
書
館
の
特
別
保
存
書
籍
と
い
う

こ
と
で
、
教
授
閲
覧
室
で
特
別
に
読
む
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
ル
ベ
ー

グ
教
授
の
お
か
げ
で
日
参
し
て
、
結
局
は
三
七
一
頁
の
こ
の
本
を

完
全
に
筆
写
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ピ
ー
機
な
ど
な
か
っ
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
写
真
に
と
る
発
想
は
な
か
っ
た
が
、
後
年

に
コ
ピ
ー
を
申
し
入
れ
て
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
許
さ
れ
る

筈
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
後
に
こ
の
本
を
翻
訳
し
、
美
術
出
版

社
か
ら
出
版
し
（
一
九
七
七
）
、
著
者
の
セ
ズ
ネ
ッ
ク
先
生
（
一

九
〇
五
～
一
九
八
三
）
御
夫
妻
と
家
族
的
な
お
つ
き
あ
い
を
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

　
ル
ベ
ー
グ
教
授
は
詩
人
の
全
集
の
お
手
本
と
の
評
判
の
高
い
ポ
ー

ル
・
ロ
ー
モ
ニ
エ
版
『
ロ
ン
サ
ー
ル
全
集
』
（
二
十
巻
二
十
五
冊
）

を
ア
メ
リ
カ
の
イ
シ
ド
ア
・
シ
ル
ヴ
ァ
ー
教
授
と
二
人
で
改
訂
・

増
補
中
で
あ
っ
た
。
最
後
の
ま
と
め
は
ル
ベ
ー
グ
教
授
が
や
っ
て

い
て
、
ロ
ン
サ
ー
ル
の
作
品
に
出
て
く
る
固
有
名
詞
、
詩
人
が
利

　
　
　
ス
　
ル
ス

用
し
た
典
拠
の
彪
大
な
カ
ー
ド
を
、
ル
ネ
・
ヴ
ァ
イ
ス
マ
ン
と
い

う
若
い
女
性
に
作
ら
せ
て
い
た
。
教
授
は
出
来
あ
が
っ
て
い
る
部
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分
を
親
切
に
も
私
に
利
用
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
部
分
は
全

集
の
第
二
十
巻
（
一
九
七
五
）
に
あ
た
る
。

　
当
時
は
日
本
の
学
会
と
フ
ラ
ン
ス
の
学
会
と
の
交
流
は
な
か
っ

た
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
現
在
の
よ
う
に
「
十
六
世
紀
フ
ラ

ン
ス
研
究
学
会
」
ω
o
o
圃
傘
0
勺
鑓
コ
O
巴
ω
Φ
α
、
卑
＆
Φ
α
＝
ω
Φ
一
N
δ
∋
①

Q。

ﾂ
Ω
Φ
を
は
じ
あ
と
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
関
係
の
諸
学
会
が
毎
月

の
よ
う
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
い
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
研
究
者
間
の
交
流
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
、

研
究
の
対
象
と
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
詩
派
研
究
の
第
一
人
者
ル
ベ
ー

グ
教
授
の
指
導
を
受
け
る
の
は
夢
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

パ
リ
大
学
国
際
都
市

　
パ
リ
大
学
で
の
勉
強
も
、
「
パ
リ
大
学
国
際
都
市
」
（
「
パ
リ
国

際
大
学
都
市
」
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
）
Ω
融
ぎ
8
3
四
臨
o
コ
巴
①

d
巳
く
興
ω
諄
巴
お
α
①
勺
鴛
δ
に
住
ん
で
い
な
け
れ
ば
全
く
違
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
創
立
以
来
の
「
パ
リ
大

学
都
市
」
Ω
繕
¢
三
く
Φ
『
ω
詳
巴
8
0
①
℃
鴛
一
ω
と
呼
ば
れ
て
い
て
、

現
在
の
よ
う
に
「
国
際
」
な
ど
と
い
う
表
記
は
な
か
っ
た
が
、
実

質
は
「
国
際
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
「
国
際
」
が
つ

い
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
の
な
か
ば
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
パ
リ
大
学
と
「
大
学
都
市
」
（
以
下
こ
の
よ
う
に
表
記
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
パ
リ
大
学
は
一
片
の
法
令

に
よ
っ
て
大
学
の
建
物
が
設
置
さ
れ
、
教
授
が
任
命
さ
れ
、
学
生

が
募
集
さ
れ
る
と
い
う
慣
わ
し
の
現
在
の
大
学
と
し
て
発
足
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
教
師
と
学
生
と
の
人
的
組
織
、
両
者
の
人
的
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
タ
ス

び
つ
き
に
他
な
ら
な
い
「
同
業
（
職
）
組
合
」
と
し
て
、
自
然
発
生

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
リ
大
学
は
創
立
さ
れ
た
の
で
は
な
く
成
長
し
た
、

と
い
み
じ
く
も
言
わ
れ
て
い
る
。
創
立
年
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、

一
二
一
五
年
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
十
三
世
紀
末
に
は
一
万
五
千

人
の
学
生
を
数
え
て
、
深
刻
な
住
宅
問
題
を
惹
き
起
こ
し
た
。
わ

が
国
で
も
明
治
時
代
に
同
じ
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
こ
と
は
、
広

津
和
郎
『
巷
の
歴
史
』
（
一
九
四
〇
）
な
ど
で
も
よ
く
わ
か
る
。

こ
れ
を
憂
慮
し
た
国
王
や
大
貴
族
や
司
教
が
地
方
出
身
者
、
外
国

人
、
貧
窮
学
生
の
た
め
に
多
く
の
「
学
寮
」
O
o
＝
①
σ
q
①
を
設
け
た

が
、
学
寮
は
最
初
は
慈
善
的
な
、
単
な
る
宿
泊
所
の
域
を
出
な
か
っ

た
。
や
が
て
そ
こ
で
大
学
で
の
講
義
の
復
習
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

学
寮
で
行
わ
れ
る
「
討
論
」
に
よ
っ
て
人
々
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
パ
リ
大
学
神
学
部
、
ひ
い
て
は
パ
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リ
大
学
の
別
名
の
よ
う
に
な
っ
た
「
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
学
寮
」
（
一
二

五
七
）
で
あ
る
。

　
中
世
の
大
学
に
は
学
部
の
他
に
、
教
師
と
学
生
が
所
属
す
る

「
ナ
シ
オ
ン
」
Z
固
二
〇
コ
と
い
う
組
織
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ラ
テ

ン
語
の
「
ナ
チ
オ
」
Z
魯
δ
（
生
誕
）
か
ら
来
た
言
葉
で
、
「
同

じ
と
き
に
同
じ
場
所
で
生
ま
れ
た
個
人
の
集
合
体
」
を
表
わ
し
た
。

大
学
で
の
講
義
・
演
習
は
も
っ
ぱ
ら
ラ
テ
ン
語
で
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
パ
リ
大
学
を
中
心
と
す
る
地
区
、
つ
ま
り
現
在
の
パ
リ

第
五
区
と
第
六
区
を
「
カ
ル
チ
エ
・
ラ
タ
ン
」
と
呼
ぶ
の
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
講
義
・
演
習
の
合
間
に
話
さ
れ
る
俗
語
に
よ
る
区
分

に
よ
る
、
出
身
地
を
同
じ
く
す
る
教
師
と
学
生
の
相
互
扶
助
の
組

織
で
あ
る
「
ナ
シ
オ
ン
」
は
、
パ
リ
大
学
に
は
四
つ
あ
っ
た
。
即

ち
、
「
フ
ラ
ン
ス
」
、
「
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
i
」
、
「
ピ
カ
ル
デ
ィ
ー
」
、

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
で
あ
る
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
」
に
は
中
世
的
な
意

味
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
以
外
に
、
南
仏
、
イ
タ
リ
ア
、
イ

ス
パ
ニ
ア
の
学
生
が
含
ま
れ
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
に
は
中
欧
と

北
欧
の
学
生
が
含
ま
れ
た
。

　
さ
ら
に
学
生
は
学
部
に
登
録
す
る
が
、
そ
れ
は
四
つ
あ
っ
て
、

知
識
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
高
貴
さ
の
段
階
に
従
っ
て
順
序
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
神
学
、
法
学
（
教
会
法
お
よ
び
民
法
）
、
医

学
の
三
上
級
学
部
と
、
自
由
学
科
を
教
え
る
予
備
的
な
学
部
で

　
　
　
　
　

あ
っ
た
。

し
か
し
、
「
ナ
シ
オ
ン
」
は
学
部
よ
り
も
本
当
の
意
味
で
の
大
学

の
真
の
団
体
的
側
面
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

日
本
に
は
こ
の
「
ナ
シ
オ
ン
」
と
い
う
制
度
は
な
か
っ
た
か
ら
、

辞
書
を
引
い
て
も
こ
の
訳
語
に
は
「
部
会
」
、
「
出
身
者
」
、
「
同
郷

会
」
、
「
同
郷
団
」
、
「
民
族
団
」
、
「
国
民
団
」
と
か
苦
し
い
訳
語
を

あ
て
て
い
る
。

　
要
す
る
に
「
大
学
都
市
」
は
中
世
の
こ
の
「
ナ
シ
オ
ン
」
と

「
コ
レ
ー
ジ
ュ
」
に
代
表
さ
れ
る
国
際
化
と
学
際
化
の
理
想
を
融

合
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
「
大
学
都
市
」
の
規
則
書
の

第
一
条
に
、

国
際
的
理
解
の
精
神
に
奉
仕
す
る
知
的
な
ら
び
に
道
徳
的
和
解

事
業
と
し
て
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
パ
リ
大
学
の
伝
統
に
忠

実
に
こ
れ
を
維
持
し
広
め
る
も
の
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
を
防
げ
な
か
っ
た

反
省
の
思
い
が
、
「
大
学
都
市
」
の
創
立
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
の

109



で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
「
大
学
都
市
」
を
見
よ
う
。
こ
れ

は
バ
ス
・
ザ
ル
プ
地
方
選
出
の
代
議
士
、
元
老
院
議
員
、
パ
リ
大

学
評
議
会
委
員
で
、
第
一
次
大
戦
後
の
ポ
ワ
ン
カ
レ
内
閣
で
文
部

大
臣
を
勤
め
た
ア
ン
ド
レ
・
オ
ノ
ラ
（
一
八
六
八
～
一
九
五
〇
）

に
よ
っ
て
、
一
九
二
五
年
に
パ
リ
第
十
四
区
の
南
端
の
約
四
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
大
な
緑
地
帯
の
中
に
建
て
ら
れ
た
学
寮
群
の

こ
と
で
あ
る
。
以
後
、
こ
の
理
想
に
共
鳴
す
る
各
国
の
財
界
人
が

続
々
と
援
助
を
申
し
こ
む
。
そ
の
最
た
る
者
は
ジ
ョ
ン
・
D
・
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
（
一
八
三
九
～
一
九
三
七
）
で
あ
っ
て
、
「
ア
メ
リ

カ
館
」
は
も
と
よ
り
、
「
大
学
都
市
」
の
中
心
の
建
物
で
あ
る

「
国
際
館
」
ζ
践
ω
o
ロ
ぎ
8
ヨ
魯
二
〇
コ
巴
Φ
も
彼
の
寄
付
に
な
る
も

の
で
、
そ
の
前
の
長
さ
五
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
の
大

通
り
は
、
パ
リ
市
の
行
政
上
の
名
称
と
し
て
一
九
三
七
年
以
来

　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ヴ
　
ニ
　
ュ
　
　

「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
並
木
通
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
私
財
二
億
円

を
投
じ
て
「
日
本
館
」
ζ
巴
ω
o
口
α
仁
冨
℃
き
（
一
九
二
九
）
を

建
て
た
快
男
子
、
薩
摩
治
郎
八
（
一
九
〇
一
～
一
九
七
六
）
の
名

も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
日
本
館
」
は
当
初
は
「
薩
摩
館
」

閃
o
コ
α
四
菖
o
昌
Q
。
簿
撃
∋
o
と
呼
ば
れ
た
。
因
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
政

府
給
費
留
学
生
制
度
に
よ
る
第
一
回
日
本
人
留
学
生
の
出
発
は
一

九
三
三
年
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
ピ
エ
ー
ル
・
サ
ル
ド
ゥ
ー
設
計
の
鉄
筋
七

階
建
、
個
室
六
十
五
を
備
え
る
「
日
本
館
」
で
、
私
は
短
い
旅
行

期
間
を
除
い
て
、
一
九
六
〇
年
十
月
か
ら
一
九
六
二
年
九
月
ま
で

生
活
し
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
列
車
で
初
め
て
パ
リ
に
着
い
た
晩
、

「
日
本
館
」
の
扉
を
あ
け
て
中
へ
入
っ
た
と
き
迎
え
て
く
れ
た
の

は
外
国
人
で
あ
っ
て
、
朝
ま
で
日
本
人
を
見
か
け
ず
変
な
気
持
ち

で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
「
大
学
都
市
」
で
は
国
際
交
流
の

精
神
か
ら
各
国
の
館
が
「
交
換
」
国
o
ゴ
o
コ
σ
q
Φ
ま
た
は
「
混
交
」

しσ

�
K
。
ω
四
σ
q
Φ
の
制
度
に
基
づ
き
、
そ
の
在
館
者
の
約
半
数
を
お
た

が
い
に
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
夜
の
こ
と

で
も
あ
り
、
受
け
付
け
も
ア
ル
バ
イ
ト
の
外
国
人
学
生
で
あ
っ
た
。

　
住
人
は
男
子
の
み
で
、
洗
面
所
つ
き
の
広
い
部
屋
に
は
ベ
ッ
ド
、

机
、
用
箪
笥
が
あ
る
だ
け
で
、
電
話
は
な
く
1
尤
も
そ
の
頃
日

本
の
拙
宅
に
も
電
話
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
平
均
的
な
日
本
人

家
庭
だ
っ
た
と
思
う
　
　
各
人
の
呼
出
し
ベ
ル
が
廊
下
で
聞
こ
え

る
と
部
屋
を
跳
び
出
し
て
、
受
話
器
を
取
っ
て
か
ら
、
一
階
の
受

け
付
け
ま
で
降
り
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
テ
レ
ヴ
ィ
は
館
に
一
つ

し
か
な
く
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
演
説
の
と
き
な
ど
黒
山
の
よ

う
な
人
だ
か
り
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
九
～
八
〇
年
に
館
の
大
改

修
が
あ
っ
て
、
各
階
に
台
所
、
各
室
に
電
話
、
テ
レ
ヴ
ィ
・
ア
ン

テ
ナ
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
設
備
さ
れ
隔
世
の
感
を
覚
え
た
。
も
っ
と
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驚
い
た
の
は
女
子
の
入
館
が
認
あ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
入
館
希
望
者
は
旦
ハ
体
的
に
国
際
交
流
に
努
め
る
旨
の
誓
約
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
因
み
に
「
国
際
的
理
解
と
協
力
」
が

「
大
学
都
市
」
創
立
の
目
的
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
と
い
う
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
あ
っ
た
パ
リ
大
学
の
伝
統
そ
の
も
の
で
あ

る
。
創
成
期
に
は
学
生
は
も
と
よ
り
、
教
師
も
大
半
は
外
国
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
眞
理
探
究
の
た
あ

民
族
、
政
治
を
越
え
て
国
際
的
に
協
力
し
た
。
だ
が
義
務
感
か
ら

で
な
く
て
も
、
若
者
同
士
は
す
ぐ
に
親
し
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
私
も
各
国
の
友
人
が
沢
山
で
き
た
が
、
最
も
印
象
深
い
の
は
メ

キ
シ
コ
の
友
人
で
あ
る
。
日
本
館
と
メ
キ
シ
コ
館
を
相
互
に
訪
れ

あ
っ
て
、
一
方
は
奈
良
、
京
都
の
寺
院
や
庭
園
の
ス
ラ
イ
ド
、
片

方
は
マ
ヤ
、
ア
ス
テ
カ
の
建
築
、
美
術
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
あ
っ

た
。
新
進
の
プ
レ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
美
術
研
究
家
、
建
築
家
、
ポ
ー

ル
・
ジ
ャ
ン
ド
ロ
を
中
心
と
す
る
メ
キ
シ
コ
人
留
学
生
と
文
学
、

芸
術
の
他
に
も
、
人
生
、
政
治
を
歯
に
衣
を
着
せ
ず
に
熱
っ
ぽ
く

語
り
合
っ
た
。
幸
か
不
幸
か
帰
宅
時
間
な
ど
と
い
う
観
念
は
な
い

に
等
し
か
っ
た
か
ら
、
議
論
は
徹
底
的
に
行
わ
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
後
も
文
通
を
続
け
、
一
九
七
七

年
の
明
大
長
期
在
外
研
究
に
あ
た
り
、
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
研
究
も
あ
っ

て
、
主
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
念
願
の
メ
キ
シ
コ
に
渡
り
、
ジ
ャ

ン
ド
ロ
に
十
五
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
。
も
う
そ
の
と
き
は
彼
は
メ

キ
シ
コ
国
立
自
治
大
学
教
授
の
他
、
パ
リ
第
一
大
学
他
の
客
員
教

授
と
し
て
も
活
躍
中
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
留
学
時
代
に
親
し
か
っ

た
建
築
家
の
友
人
、
ハ
イ
メ
・
オ
ル
テ
ィ
ス
が
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ

の
大
聖
堂
へ
私
を
案
内
し
て
、
「
お
ま
え
を
歓
迎
し
て
パ
イ
プ
ら

オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
さ
せ
よ
う
」
と
言
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
学
ん
で
来

た
と
い
う
メ
キ
シ
コ
一
流
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
を
呼
ん
で
、
バ
ッ
ハ

の
曲
を
長
々
と
演
奏
し
て
く
れ
た
の
に
は
肝
を
潰
し
た
。
彼
は
メ

キ
シ
コ
政
府
の
建
築
物
修
復
の
責
任
者
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ン
ド
ロ
か
ら
終
日
メ
キ
シ
コ
国
立
人
類
学
博
物
館
、
さ
ら

に
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
で
、
パ
リ
以
来
の
プ
レ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

芸
術
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
か
ら
、
モ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ン
、
パ
レ

ン
ケ
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
に
も
足
を
の
ば
し
て
ウ
シ
ュ
マ
ル
、
チ
チ
ェ

ン
・
イ
ッ
ア
等
々
と
マ
ヤ
文
明
に
酔
い
し
れ
た
。
メ
キ
シ
コ
芸
術

へ
の
ジ
ャ
ン
ド
ロ
の
熱
烈
な
愛
情
に
打
た
れ
、
彼
の
教
育
よ
ろ
し

き
を
え
て
、
帰
国
後
、
私
は
彼
の
近
著
『
マ
ヤ
文
明
』
r
Φ
ω

ζ
鎚
四
ω
（
一
九
七
八
）
を
翻
訳
、
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
（
一

九
八
一
）
。
だ
が
、
彼
は
ほ
ど
な
く
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
。
も

う
少
し
生
き
て
い
て
指
導
を
続
け
て
く
れ
て
い
た
ら
、
私
も
ア
マ

チ
ュ
ア
学
者
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
残
念
に
思
う
。

　
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
西
欧
芸
術
に
感
動
し
て
、
後
に
ア
ン
リ
・
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フ
ォ
シ
ヨ
ン
『
西
欧
の
芸
術
』
（
一
九
三
八
）
を
共
訳
、
出
版
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
（
一
九
七
一
）
、
「
大
学
都
市
」
で
培
っ
た

長
谷
川
太
郎
、
加
藤
邦
男
両
君
と
の
友
情
が
基
に
な
っ
て
い
る
。

今
な
お
両
君
か
ら
温
い
指
導
と
励
ま
し
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
思

え
ば
、
こ
の
二
年
間
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

　
「
大
学
都
市
」
の
外
で
も
私
は
心
な
ら
ず
も
日
本
紹
介
に
お
お

わ
ら
わ
で
あ
っ
た
。
「
国
際
生
活
体
験
会
」
国
×
O
o
ユ
ヨ
⑦
ロ
け
に
入

会
し
て
い
た
の
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
近
郊
ル
・
シ
ェ
ネ
の
フ
ラ
ン

ス
人
家
庭
に
一
ヶ
月
半
滞
在
し
た
と
き
に
、
会
の
責
任
者
、
ベ
ル

リ
ッ
ツ
・
ス
ク
ー
ル
の
校
長
で
あ
っ
た
ニ
コ
ー
ル
・
ケ
イ
ゼ
ー
ル

嬢
の
熱
心
な
す
す
め
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ

ブ
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
ー
こ
の
と
き
初
あ
て
名
前
を

知
っ
た
ー
、
リ
セ
な
ど
で
、
渡
仏
直
後
の
慣
れ
な
い
フ
ラ
ン
ス

語
で
、
日
本
文
化
、
社
会
に
つ
い
て
し
ゃ
べ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
ほ
ど
自
国
文
化
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
こ

と
は
な
い
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
は
一
九
六

一
年
一
月
の
会
報
（
第
二
十
三
号
）
に
、
講
演
の
ー
こ
ん
な
上

手
な
ほ
め
方
が
あ
る
の
か
と
思
う
く
ら
い
の
i
好
意
的
な
レ
ジ
ュ

メ
を
掲
載
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
な
か
の

今
宵
、
彼
は
日
本
の
生
活
に
つ
い
て
語
っ
た
。
日
本
と
い
う
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
モ
ン
ロ
フ
ジ

を
聞
い
て
も
《
フ
ジ
ヤ
マ
》
（
富
士
山
）
と
《
ゲ
イ
シ
ャ
》

　
　
ク
ル
テ
ィ
ザ
　
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
リ
ス

（
昔
の
高
級
娼
婦
で
今
日
で
は
女
優
の
た
ぐ
い
）
し
か
想
像
し

な
い
西
欧
人
に
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
…
…

と
い
う
一
節
が
時
代
を
語
っ
て
い
る
。
蛇
足
だ
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
．

ク
ラ
ブ
の
例
会
場
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
隣
接
す
る
「
ト
リ
ア

ノ
ン
ー
ー
パ
レ
ス
・
ホ
テ
ル
」
で
あ
っ
た
。
ア
ペ
リ
チ
フ
の
と
き
、

会
長
が
「
横
の
テ
ー
ブ
ル
に
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ
バ
ン
が
い
る
よ
」
と

さ
さ
や
い
た
。
ち
ら
っ
と
見
る
と
薔
薇
色
の
獅
子
の
イ
メ
ー
ジ
が

目
に
飛
び
こ
ん
だ
。

　
た
だ
こ
の
時
代
は
平
穏
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
の
デ
ノ

　
　
　
　
　
ヌ
　
ヴ
ォ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ン
ア
ン

ミ
直
後
で
、
　
新
　
フ
ラ
ン
と
そ
の
百
倍
の
　
旧
　
フ
ラ
ン
の
二
本

建
て
の
頃
で
、
買
い
物
の
前
に
胸
に
手
を
当
て
て
「
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

か
？
　
ア
ン
シ
ア
ン
か
？
」
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争
の
動
乱
期
で
、
街
頭
に
は
機
関
銃
を
構
え
た

警
官
が
立
っ
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
爆
弾
の
恐
れ
か
ら
、
駅
の

ロ
ッ
カ
ー
、
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
使
用
禁
止
で
あ
っ
た
。
「
大

学
都
市
」
の
目
抜
き
通
り
（
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
並
木
通
り
）
の

「
ア
メ
リ
カ
館
」
が
爆
破
さ
れ
た
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
も
入
口
で
守
衛

に
学
生
証
を
見
せ
な
い
と
は
い
れ
な
い
時
期
も
あ
り
、
U
N
E
F

（
全
フ
ラ
ン
ス
学
生
連
合
）
の
活
動
家
か
ら
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
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対
し
て
自
由
を
守
ろ
う
、

る
。

と
い
う
ビ
ラ
を
手
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
パ
リ
で
の
二
年
間
を
無
我
夢
中
で
過
ご
し
た
の
は
も
う
二
度
と

フ
ラ
ン
ス
へ
来
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

帰
国
後
も
、
文
学
部
で
は
在
外
研
究
待
ち
の
番
付
け
が
あ
っ
て
、

あ
と
十
年
待
っ
た
ら
、
十
五
年
待
っ
た
ら
と
み
ん
な
が
待
ち
わ
び

て
い
た
。
本
学
の
在
外
研
究
費
で
行
っ
た
の
で
は
な
い
私
も
、
二

年
間
授
業
を
休
ん
だ
の
は
事
実
な
の
で
遠
慮
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

専
任
に
な
っ
て
二
十
二
年
後
の
一
九
七
七
年
に
な
っ
て
初
め
て
長

期
在
外
研
究
員
に
選
ば
れ
て
、
二
回
目
の
フ
ラ
ン
ス
の
土
を
踏
ん

だ
。
別
れ
て
来
た
薄
黒
い
パ
リ
が
、
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
の
提

唱
で
、
す
っ
か
り
白
く
な
っ
て
い
た
の
に
驚
い
た
り
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《
注
》

（
1
）
　
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
H
・
ハ
ス
キ
ン
ズ
、
野
口
洋
二
訳
「
十
二
世
紀

　
　
ル
ネ
サ
ン
ス
」
創
文
社
、
一
九
八
五
、
三
三
四
頁
。

（
2
）
　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
、
大
高
順
雄
訳
「
中
世
の
大
学
』
み

　
す
ず
書
房
、
　
一
九
七
九
、
五
十
頁
。


